
陽気に誘われ�
でかけよう�

5
第８５号�

主
な
記
事

�平成��年度予算　　  　　　���～
�市政トピックス　　　　　　���～
�お知らせワイド版　　　　　���～
�まにわが好きっ読者の広場　���～
�ぐるっと真庭まちの話題　　���～

満開になると覆いかぶさるような桜でピ
ンク色に染まる久世のトンネル桜。雲一
つなかった晴天のこの日（�月��日）、
ぽかぽか陽気に誘われたのか、桜の街
道を散策する人で溢れました。
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�
真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業

�
千
�
�
�
万
円

　

直
売
所
間
の
農
産
物
輸
送
や
直
売
所
出

店
な
ど
に
よ
る
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大
、

魅
力
ア
ッ
プ
事
業

�
商
工
業
振
興
対
策
事
業
費
補
助
金

�
千
�
�
�
万
円

　

起
業
や
店
舗
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
へ
の
補
助
金

�
過
疎
バ
ス
対
策
費�

億
�
千
�
�
�
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ま
に
わ
く
ん
�
」

の　

路
線
を
運
行
す
る
た
め
の
経
費

��
�
都
市
計
画
業
務
委
託
料　

�
�
�
万
円

　

都
市
計
画
区
域
の
用
途
区
域
な
ど
の
調

査
を
行
い
、
都
市
計
画
を
見
直
す
経
費

�
高
齢
者
地
域
生
活
あ
ん
し
ん
創
出
事
業

�
�
�
万
円

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
市
民
後
見
人
養
成

講
座
の
開
催
な
ど

�
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
医
療
費
給
付
事
業

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

市
内
在
住
の
�
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
の
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
無
料
化

�
�
�
�

�
��
��
��
����
�
�
�
��

�
��

�
�
�
�
�

����������

���
���������	
���
�����

性質別グラフ 歳入一般会計

歳入�
292億�

6,142万円�

使用料および手数料�
3億7,868万円（1.3％）�

その他�
（自動車取得税交付金、�
  ゴルフ場利用税交付金など）�
1億6,221万円（0.5％）�

分担金�
および負担金�
3億3,538万円�
（1.1％） 

繰入金など�
15億7,485万円�
（5.4％） 

市税�
45億2,950万円�
（15.5%）�

市債�
28億7,940万円�
（9.8％）�

県支出金�
15億973万円（5.3％）�

国庫支出金�
21億3,742万円�
（7.3％）�

地方譲与税�
3億2,090万円（1.1％）�

地方消費税交付金�
4億4,580万円（1.5％）�

地方交付税�
149億8,755万円�
（51.2％）�

自主財源(23.3%) 依存財源(76.7%)

自
主
財
源
は
約　

㌫
２３

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
が
自
主

的
に
収
入
で
き
る
市
税
な
ど
の
自
主

財
源
と
国
や
県
な
ど
に
頼
っ
た
依
存

財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源

が
多
い
ほ
ど
、
財
政
が
よ
り
安
定
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
真
庭
市
の
自

主
財
源
は
歳
入
全
体
の
約　

㌫
、
昨

��

年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
、
多
く
を

国
な
ど
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
自
主

財
源
の
大
半
を
占
め
る
市
税
は
、
法

人
市
民
税
と
固
定
資
産
税
の
減
額
な

ど
で
、
前
年
度
比
�
・
�
㌫ 
の
減
、
使

用
料
お
よ
び
手
数
料
は
、
真
庭
ひ
か

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
料
金
制
移

行
に
よ
り
利
用
料
が
減
額
と
な
り

　

・
�
㌫ 
の
減
。
依
存
財
源
の
大
半
を

��占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
�
・
�
㌫ 
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
引
き
続
き
地
域
経
済
の
再
生
や
雇
用
の
増
大
に
重
点
を

��

置
き
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
や
福
祉
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
も
力
を
入
れ
た

予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。
真
庭
市
総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
的
方
向
の
�
つ
の
基

本
計
画
体
系
に
沿
っ
て
、
活
力
に
満
ち
た
住
み
よ
い
真
庭
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
一
般

会
計
の
予
算
総
額
は
、
�
�
�
億
�
千
�
�
�
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す

る
と
�
億
�
千
�
�
�
万
円
（
�
・
� 
㌫
）
の
増
額
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
真
庭
別
冊
「
平
成　

年
度
予
算
の
概
要
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

��

ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

総
務
部
財
政
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

Ⅰ
交
流
・
連
携
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り

Ⅱ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

Ⅲ
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性質別グラフ 歳出一般会計
特別会計 ���億���万円（���）

��億���万円
（�.�）

国民健康保険
特別会計

�億�,���万円
（�.�）

後期高齢者医療
特別会計

��億�,���万円
（�.�）

介護保険特別会計

�,���万円
（�.�）

介護保険特別会計
（介護サ－ビス事業）

��億�,���万円
（�.�）

簡易水道事業
特別会計

�億�,���万円
（�.�）

浄化槽事業
特別会計

�億�,���万円
（�.�）

農業集落排水事業
特別会計

��億�,���万円
（―�.�）

公共下水道事業
特別会計

�,���万円
（�.�）

分譲宅地事業
特別会計

�,���万円
（��.�）

津黒高原観光事業
特別会計

�,���万円
（���.�）

クリエイト菅谷事業
特別会計

�億�,���万円
（―��.�）

温泉事業特別会計

公営企業会計 ��億������万円（����）

�億��万円
（―�.�）

農業共済事業
特別会計

��億�,���万円
（�.�）

水道事業会計

��億���万円
（��.�）

国民健康保険
湯原温泉病院事業会計

歳出�
292億�

6,142万円�

人件費 �
64億2,592万円�
（22.0％）�

維持補修費�
4億9,451万円（1.7％）�

扶助費�
29億8,840万円�
（10.2％）�

公債費�
44億5,576万円�
（15.2％）�物件費�

41億4,862万円�
（14.2％）�

補助費等�
32億2,743万円�
（11.0％） 

普通建設事業費�
39億5,082万円�
（13.5％） 

義務的経費(47.4%)

消費的経費(26.9%)

投資的経費(13.6%)

その他の経費(12.1%)

失業対策事業費�
23万円（0.1％未満）�

災害復旧事業費�
1,853万円�
（0.1％未満）�

その他（繰出金、積立金など）  �
35億5,120万円（12.1％）�

※主要事業は、平成��年度に実施する主要事業の中から、新規、拡充する事業を中心に、その一部を掲載しています。

投
資
的
経
費
増
の
歳
出

　

歳
出
を
性
質
別
で
見
る
と
、
毎
年

必
ず
支
出
が
必
要
な
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
、
後
年
度
に
残
ら
な
い

電
気
水
道
代
な
ど
の
物
件
費
や
施
設

の
維
持
補
修
費
な
ど
の
消
費
的
経

費
、
将
来
に
残
る
建
設
事
業
費
な
ど

の
投
資
的
経
費
、
積
立
金
や
予
備
費

な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
学
校

施
設
の
新
改
築
な
ど
で
前
年
度
比

　

・
�
㌫ 
の
増
で
、
投
資
的
経
費
全
体

��で
も　

・
�
㌫ 
の
増
。
繰
出
金
は
介
護

��

保
険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
り
出
し

増
に
よ
り
�
・
�
㌫ 
の
増
。
人
件
費
が

職
員
数
の
減
少
に
よ
り
�
・
� 
㌫ 
減
、

補
助
費
等
は
美
作
地
区
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
運
用
開
始
な
ど
で
�
・
� 
㌫
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※（  ）内は前年度比（%）

�
災
害
対
策
臨
時
管
理
費�

千
�
�
�
万
円

　

地
域
防
災
計
画
の
策
定
や
指
定
避
難
所

の
表
示
看
板
設
置
、
土
砂
災
害
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

�
自
然
環
境
保
全
事
業

�
千
�
�
�
万
円

　

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
た
環

境
保
全
事
業
な
ど

�
家
庭
ご
み
資
源
化
促
進
事
業�

�
�
万
円

　

生
ご
み
の
資
源
化
を
目
指
し
た
モ
デ
ル

地
区
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
実
験
な
ど

�
学
校
施
設
整
備
事
業

　

億
�
千
�
�
�
万
円

��

　

市
内
小
中
学
校
の
新
改
築
工
事
や
耐
震

補
強
工
事
、
プ
ー
ル
改
修
な
ど

�
ス
ポ
ー
ツ
文
化
支
援
事
業

�
�
�
万
円

　

運
動
教
室
や
美
作
国
建
国
�
�
�
�
年

記
念
事
業
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

た
め
の
費
用
な
ど

�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

�
千
�
�
�
万
円

　

地
域
自
主
組
織
や
地
域
づ
く
り
委
員
会

の
事
業
に
対
す
る
補
助
金
な
ど

�
庁
舎
建
設
事
業
費　

�
千
�
�
�
万
円

　

落
合
支
局
機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設
建

設
の
た
め
の
設
計
な
ど

環
境
と
共
生
し
た

ま
ち
づ
く
り

Ⅳ
人
と
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

Ⅴ
み
ん
な
で
築
く

ま
ち
づ
く
り

Ⅵ
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不
法
投
棄 
実
態
調
査

結
果
を
報
告 
し
ま
す

　

真
庭
市
は
、
平
成　

年
�
月
〜
平
成　

年
�
月
ま
で
の
間
、
不
法
投
棄
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、
市
内
全
域
の
不

��

��

法
投
棄
の
状
況
確
認
と
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。
活
動
を
ふ
り
返
り
、
不
法
投
棄
の
多
発
地
帯
や
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の

種
類
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
ご
み
が
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
を
市
民
み
ん
な
で
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

�問
 
　

市
民
環
境
部
環
境
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

タイヤ�
鉄くず�
がれき�

リサイクル家電�
可燃ゴミ�
カン・ビン�

蒜山ＩＣ�

湯原ＩＣ�

北房ＩＣ�

岡山自動車道�

中国自動車道�

米子自動車道�

落合�
ＩＣ�

久世�
ＩＣ�

不法投棄多発地帯マップ
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実
態
調
査
業
務
と
し
て
、
不
法
投
棄
を

抑
止
す
る
た
め
の
巡
視
と
多
発
地
帯
を
把

握
す
る
た
め
の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し

た
。
回
収
で
き
る
ご
み
に
つ
い
て
は
持
ち

帰
り
、
環
境
の
美
化
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。
ご
み
が
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
と
し

て
は
、
河
川
、
山
林
、
道
路
の
待
避
所
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
場

所
に
多
く
投
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
捨
て
ら
れ
る
と
い

う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。（
�
㌻

の
不

法
投
棄
多
発
地
帯
マ
ッ
プ
参
照
）

　

廃
棄
物
の
種
類
と
し
て
は
、
弁
当
が
ら

や
雑
誌
類
、
カ
ン
・
ビ
ン
類
な
ど
の
生
活

ご
み
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
回
収
で
き

た
生
活
ご
み
だ
け
で
、
約
�
�
�
㌔
㌘
に

も
上
り
ま
す
。
一
方
で
タ
イ
ヤ
や
家
電
製

品
な
ど
、
廃
棄
す
る
時
に
余
分
に
お
金
が

か
か
る
も
の
も
不
法
に
投
棄
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
す
。（
回
収
し
た
ご
み
の
種

類
、
量
は
下
記
表
の
と
お
り
）

　

捨
て
ら
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
と
し
て

は
、
草
刈
り
な
ど
に
よ
り
常
に
き
れ
い
な

状
態
に
し
て
お
く
こ
と
や
、
ロ
ー
プ
を
張

る
な
ど
し
て
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
不
法
投
棄
禁
止
の
啓

発
看
板
の
設
置
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

看
板
は
自
治
会
の
希
望
が
あ
れ
ば
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

ご
み
が
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

約
�
�
�
㌔
㌘
の
ご
み
回
収

不 法投棄を見かけたら…

環境課 までご連絡ください
不法投棄禁止啓発看板が必要なときなどにもお電話ください。

TEL ����- ��-����（F A X����）

����
ごみを違法に捨てた
人は、�年以下の懲
役、 または�� ���万円
以下の罰金に処せら
れます。

生活ごみ以外の回収したごみ

�台洗濯機

�台テレビ

�台冷蔵庫

���本タイヤ

�本消火器

�����木くず

������鉄くず

�台原動機付自転車

�台バッテリー

�台自転車

�台掃除機

���プラスチック製品

��本キャタピラ

�台衣類乾燥機

���ガレキ類

�台ガスレンジ

�台換気扇

�台コンポスト

期間中に回収した生活ごみの量

合計
（�）

ペットボトル
（�）

ビン
（�）

カン
（�）

可燃
（�）

���������������������月

��������������������月

������������������月

����������������月

�������������������月

����������������月

����������������������月

��������������������月

��������������������月

������������������月

�����������������������合計
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トピックス�

�
�
�
�
年
は� 
美
作
国 
建
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業
�

み
ま
さ
か
の
く
に

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

　

�
月　

日
、
美
作
国
建
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
第
�
回

��

総
会
が
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
自
治
体
の
首

長
、
観
光
関
係
者
な
ど
実
行
委
員
約
百
人
が
出
席
。
記
念
事
業
全
体
の
基

本
計
画
や
今
年
度
の
計
画
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
�
�
�
�
年
が
美
作

国
誕
生
か
ら
�
�
�
�
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
来
年
度
に
は
、

美
作
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
そ
の
前
年
に

当
た
り
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
各
市
町
村
な
ど
で
計
画
。
ま
た
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
や
ロ
ゴ
も
決
定
し
、
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
総
会
後
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
自
分
の

住
む
地
域
の
特
徴
な
ど
を
見
つ
め
な
お
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
提
言
や
夢

を
語
る
な
ど
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。上：総会で発表され

たシンボルマークと
ロゴ　写真上：実行
委員会副会長として
井手市長も総会に出
席。「交流と連携を深
めよう」とあいさつ
下：�月�日にオー
プンした記念事業ホ
ームページ

シンポジウムでは市内在住の映画監督山崎樹一郎さん（一番右）らが自由に討論



���Maniw a

市政に関する動きの一部を紹介します

真庭市コンベンション・
教育旅行誘致連絡会設立
会が本庁舎で開催されま
した。観光関係者約��人
が出席し、事業計画など
を確認。コンベンション
（大会や会議など）開催や
修学旅行などで、観光客
の獲得を図ります。

�������コンベンションを真庭に呼ぼう

久世地区環境衛生協議会
が、不法投棄禁止看板を
作成しました。空き缶や
ペットボトルなどのポイ
捨てが後を絶たない地区
の�カ所に設置し、不法
投棄の防止を訴えまし
た。今後もパトロールや
啓発を行っていきます。

�������不法投棄やめて ！ 啓発看板を設置

春の交通安全県民運動真
庭市オープニング広報パ
レード出発式が、真庭警
察署で行われました。関
係者約���人が参加し、重
点目標などを確認。式後
はパトカーや広報車など
が市内を巡回し、交通安
全を呼びかけました。

������ルール守って無事故の輪を広げよう

真庭あぐりネットワーク
推進協議会総会が、市役
所本庁舎で開かれ、構成
団体の会員約��人が出席
しました。昨年度の事業
報告や今年度事業展開の
協議が行われ、大阪で�
カ月間直売所を開くこと
などが決まりました。

�������生産と販売をつなぐ取り組みを展開

第�回政策調整会議が行
われました。総合政策局
では地域主権改革への対
応や総合調整機能強化に
向け、今後も随時会議を
開催していきます。今回
の議題は旧湯原温泉病院
の解体で、関係課と協議
がなされました。

�������政策調整会議を開催しました

��
�������

　

「
勝
山
こ
ど
も
園
」開
園
記
念
式
典
が
�

月
�
日
、
園
児
や
保
護
者
が
見
守
る
中
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
均
一
化
を
進
め
る
中
で
、
勝
山
以
北

の
地
域
で
は
幼
稚
園
が
な
い
こ
と
か
ら
、

同
園
を
保
育
園
型
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
開
園
し
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
と
な

っ
た
こ
と
で
、
就
学
前
の
�
〜
�
歳
児
の

子
ど
も
に
対
し
保
育
・
教
育
を
柔
軟
に
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
こ
ど
も
園
の
整
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

勝
山
こ
ど
も
園
開
園
記
念
式
典

市
内
�
番
目
の
認
定
こ
ど
も
園

保護者も参加し、盛大に開催されました

　

�
月　

日
、
美
作
地
区
消
防
指
令
セ
ン

��

タ
ー
運
用
開
始
式
が
津
山
圏
域
消
防
組
合

消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�
つ
の
消

防
本
部
に
入
っ
て
い
た
�
�
�
番
通
報
が

一
本
に
集
約
さ
れ
、
�
月
�
日
以
降
、
全

て
の
指
令
が
こ
の
場
所
か
ら
発
信
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
共
同
運
用
は
中
四

国
初
で
す
。
セ
ン
タ
ー
は　

市
町
村
約　

��

��

万
人
が
住
む
範
囲
を
カ
バ
ー
。
映
像
で
各

消
防
本
部
と
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
つ
な

ぐ
画
像
伝
達
装
置
な
ど
を
新
た
に
導
入
。

総
事
業
費
は
約
�
億
�
千
万
円
で
す
。

美
作
地
区
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始
式

通
信
指
令
業
務
を
共
同
運
用

通報者の位置がわかるシステムを導入しました



真庭の木で真庭に家を木材需要拡大事業
お知らせワ イ ド
���������	����
����


■
対
象
者

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
市
内
に
一
戸
建

て
木
造
住
宅
を
新
築
す
る
人
（
市
外
に
住

所
が
あ
る
人
は
住
宅
完
成
後
速
や
か
に
住

民
登
録
す
る
こ
と
）

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
住
宅
完
成
後
に　

年
以
上
居
住
し
（
住

��

所
を
有
し
）、第
三
者
へ
所
有
権
を
移
転
し

な
い
こ
と

■
対
象
と
な
る
住
宅

市
内
に
建
て
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
住
宅

①
市
内
の
製
材
所
で
製
材
し
た
国
産
乾
燥

材
を
�
立
方
㍍ 
以
上
使
用
す
る
こ
と
。
集

成
材
も
市
内
の
製
材
所
で
製
材
さ
れ
た
国

産
材
ラ
ミ
ナ
を
使
用
し
て
い
れ
ば
対
象
と

な
り
ま
す

②
市
内
の
建
築
業
者
が
建
築
す
る
こ
と

③
延
床
面
積
が　

平
方 
㍍ 
以
上

��

④
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
済
証
の
交

付
日
ま
た
は
建
築
工
事
届
の
受
理
日
の
属

す
る
年
度
内
に
、
要
件
と
す
る
材
積
の
現

地
確
認
が
可
能
で
あ
る
こ
と

⑤
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
）
の
住
宅

※
車
庫
や
店
鋪
な
ど
居
住
目
的
で
な
い
部

分
は
、
材
積
や
延
床
面
積
に
含
み
ま
せ
ん

■
申
込
期
間

平
成　

年
�
月　

日
�
ま
で

��

��

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了

■
補
助
金
額

一
戸
あ
た
り　

万
円
（
定
額
）

��

■
申
請
に
必
要
な
書
類

①
市
の
申
請
様
式（
補
助
金
交
付
申
請
書
、

確
約
書
、
納
材
証
明
書
、
使
用
証
明
書
）

②
市
税
の
完
納
証
明
書
③
確
認
証
ま
た
は

建
築
工
事
届
の
写
し
④
住
宅
の
平
面
図
お

よ
び
梁
伏
図
⑤
納
材
確
認
写
真
⑥
住
民
票

市
の
申
請
様
式
は
、
農
林
振
興
課
ま
た
は

振
興
局
・
各
支
局
に
あ
り
ま
す
。（
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

―
用
語
―

市
内
の
製
材
所
（
建
築
業
者
）

　

市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
ま
た
は

　

個
人
事
業
者

乾
燥
材

　

含
水
率　

㌫
以
下
の
製
材
品

��

主
要
構
造
部
材

　

土
台
、
大
引
、
根
太
、
柱
、
間
柱
、

　

筋
交
、
梁
、
桁
、
束
、
母
屋
、
棟
木

　

真
庭
市
で
は
、
木
材
関
連
産
業
の
景
気
を
刺
激
し
て
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
、
真
庭
産

の
木
材
を
使
用
す
る
新
築
住
宅
に
対
し
て
補
助
を
す
る
「
真
庭
市
木
材
需
要
拡
大
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
岡
山
県
の
「
お
か
や
ま
の
木
で
家
づ
く
り
推
進
事
業
」
と
の
併
用
も
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
産
業
観
光
部
農
林
振
興
課　

升
本　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

真
庭 
の
木
を 
使
お
う
お 
う

真
庭
産
材
木
造
住
宅
に
補
助
を
し
ま
す

真庭市木材需要拡大事業は、岡山県の補助金「おかや
まの木で家づくり推進事業」と併用することができま
すので、合わせてご活用ください。

一緒に使ってさらにお得

あわせて

��万 円おかやまの木で
家づくり推進事業

���万円

真庭市木材
需要拡大事業

��万円
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知っていますか胃がん検診市民公開講座のご案内
お知らせワ イ ド
���������	����
����


��������	����������

　血液検査による胃の健康度（危険度）診断をする胃がんＡＢＣ検診。その趣旨や仕組みについて理解
し、誰もが進んで胃がん検診を受診できるよう市民公開講座を開き、講演・討論会などを行います。自
分の胃がんリスクを知るために、まずは検診のことから学びましょう。

加入のおすすめ果樹・畑作物・園芸施設共済
お知らせワ イ ド
���������	����
����


�������・����
　真庭市では、万が一の被害（自然災害）に備えて、果樹（ぶどう）共済・畑作物（大
豆）共済・園芸施設（ビニールハウス）共済への加入をおすすめします。

�問   産業観光部農林振興課　瀧崎　℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

 果樹（ぶどう）共済

■加入要件

　栽培面積の合計が�アール以上かつ栽培年数が

�年以上のぶどうが対象となります。

■申込期間

　�月��日から�月��日までです。

　（継続して加入いただいている人には、戸別訪問

します）

■責任期間

　花芽の形成期（平成��年�月ごろ）から平成��

年産収穫期までの期間

 畑作物（大豆）共済

■加入要件

　栽培面積の合計が�アール以上の大豆が対象と

なります。

■申込期間

　�月�日から�月��日までです。

　（平成��年度営農計画書の大豆作付け面積�ア

ール以上の人には、加入申込書などを送付しま

す）

■責任期間

　発芽期（移植をする場合にあっては、移植期）

から収穫期までの期間

 園芸施設（ビニールハウス）共済

■加入要件

　設置面積の合計が�アール以上のビニールハウ

スが対象となります。

■申込期間

　共済に加入したい時期にご連絡ください。

■責任期間

　共済掛け金を納付された日の翌日から指定され

た期間（最短�カ月から最長�年）

※各共済で加入方式の選択ができます。年産ごと

に補償単価、掛金率などに変動があります。

　また、それぞれの共済加入者で希望の人には、

無料で土壌診断を実施します。

ぶどうぶどう

大豆大豆
ビニールビ ニール
ハウスハウス

�問   健康福祉部健康推進課　妹尾　℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

������
��������

◆講演

　���������	
����
���
　講師　敬和会近藤病院院長　近藤秀則 氏

◆特別講演

　��������	
��
����������
　  ��������	�
��
　講師　川崎医科大学総合臨床医学准教授　井上和彦 氏

�������� 勝山文化センター
午後�時～�時��分

入場無料



ホタルがすむ環境を大切にほたるサミット開催
お知らせワ イ ド
���������	����
����


���������������
　ホタルが舞う豊かな自然を見つめ、地域の将来について考える「ほたるサミット」が、今年度真庭市で開
催されます。ホタルの里日本一を目指す自治体が集まり、地域のホタル保存の取り組みや課題を共有するイ
ベントです。真庭の子どもたちによる活動報告などもありますので、ふるってご参加ください。

�問   北房支局総務振興課　石田　℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

�/�� （ 金 ）北房文化センター午前�時～正午 入場無料

�北房の子どもたちと住民で作るホタルマップ

　北房地区各小学校

�オリジナルミュージカル「ほたるの里 ����」

　呰部小学校

　

�参加�市町の首長によるパネルディスカッション

　アドバイザー………環境省自然環境局生物多様性センター

　コーディネーター…元川崎医療福祉大学教授　梶田博司 氏

［主催］ 真庭市、ほたるサミット実行委員会　［後援］ 環境省、岡山県

◆活動報告 ９：３０～

◆ほたるフォーラム １０：２０～

　　　 ６ 月はホタル鑑賞月間
６月１日～３０日はホタル鑑賞月間です。
今年度はサミットに合わせて、月間中に
北房文化センターで、地元小・中学生が描
いたホタルポスターと幼稚園・保育園児の
ホタル絵画が展示されます。

Maniwa ��

�����������
����������	
���

ほたるサミット
　平成元年に、環境庁（現環境省）が希少な動植物と共生する地域
を、「ふるさといきものの里」として全国１１９カ所選定。（北房町を
ホタルの里として選定）ほたるサミットは、ホタルの里として選定
を受けた市町村の中で、日本一のホタルの里を目指す市町村が持ち
回りで開催しています。豊かな自然環境を将来へ残す道を探るため
のもので、真庭市での開催は平成１８年度に続いて２回目です。

ほたるサミット参加市町村
・北九州市（福岡県）　　　・下関市（山口県）
・米原市（滋賀県）　　　　・阿久比町（愛知県）
・紀の川市（和歌山県）　　・真庭市（岡山県）　　　の６自治体

サミットテーマ



予備日程のお知らせ狂犬病予防注射
お知らせワ イ ド
���������	����
����


��������	
��
　　生後��日以上の犬には、年に�回の狂犬病予防注射が義務付けられてい
ます。予備日程をお知らせしますので、まだお済みでない人はお越しくださ
い。なお、動物病院などで接種し、注射済票の交付を受けていない場合は、
環境課または振興局、各支局の市民福祉課まで「狂犬病予防注射済証」をお
持ちいただき、必ず注射済票の交付を受けてください。

�月��日� 【北房・落合】
　�：��～�：��　なかつい陣屋駐車場
　�：��～��：��　コスモスドーム
　��：��～��：��　ＪＡびほく上水田支店
　��：��～��：��　水田新町消防器庫
　��：��～��：��　関コミュニティハウス
　��：��～��：��　ＪＡまにわ美川支所
　��：��～��：��　鹿田公民館
　��：��～��：��　旧ＪＡまにわ下方事業所
�月��日� 【落合】
　�：��～�：��　ＪＡまにわ上河内支所
　��：��～��：��　下河内コミュニティハウス
　��：��～��：��　西原中国道ボックス
　��：��～��：��　太田集会所
　��：��～��：��　津田コミュニティハウス
　��：��～��：��　古見ふれあいの館
　��：��～��：��　天津小学校
　��：��～��：��　落合支局

�月��日� 【久世・勝山】
　�：��～��：��　目木勤労者研修センター
　��：��～��：��　久世公民館
　��：��～��：��　勝山富原公民館
　��：��～��：��　勝山月田公民館
　��：��～��：��　勝山支局

�月��日� 【湯原・美甘】
　��：��～��：��　湯原支局
　��：��～��：��　旧二川出張所
　��：��～��：��　美甘支局

�月��日� 【蒜山】
　�：��～��：��　中和体育館
　��：��～��：��　蒜山振興局庁舎裏車庫
　��：��～��：��　川上出張所（保健センター）
　

　　　 登録犬　　　　　　�����円
　　　 未登録犬　　　　　�����円
　　　 注射済票交付のみ　    ���円
料金

�問   市民環境部環境課　柿本　℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

解決のための第一歩を不登校問題相談窓口
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　

真
庭
市
で
は
、
不
登
校
問
題
支
援
の
充
実
を
目
指
し
て
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
（
白
梅
塾
、
城
北
塾
）
を
中
心
に
相
談
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
�
月
か
ら
北
房
地
域
、
美
甘
地

域
、
蒜
山
地
域
で
も
月
�
回
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

三
ツ

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口
】

■
相
談
日　

月
〜
金
曜
日

■
時
間　

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

白
梅
塾（
落
合
）、城
北
塾（
勝
山
）

【
巡
回
相
談
窓
口
】

■
相
談
日
と
場
所

　

毎
月
第
�
木
曜
日
…
北
房
支
局

　

毎
月
第
�
水
曜
日
…
美
甘
支
局

　

毎
月
第
�
火
曜
日
…
蒜
山
振
興
局

■
時
間　

午
前
�
時
〜
午
前　

時　

分

��

��

※
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
、
翌
日
も

祝
日
の
場
合
は
次
週
開
設
し
ま
す
。小
・
中

学
校
の
長
期
休
業
中
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話
で

学
校
教
育
課
、
も
し
く
は
白
梅
塾
、
城
北

塾
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

白
梅
塾　

�
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

城
北
塾　

�
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

不登校問題相談窓口は、不登校で悩んでいる小中学生、またその保護
者の皆さんに気軽に相談していただくための窓口です。まずは皆さん
の声をお聞かせください。専門相談員と一緒に解決への第一歩を踏み
出しましょう。白梅塾、城北塾では電話相談も受け付けています。

���Maniwa
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��������������������
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平
成　

年
�
月
�
日
か
ら
、
今

��

ま
で
の
子
ど
も
手
当
制
度
に
代
わ

り
、
児
童
手
当
制
度
に
よ
っ
て
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。対
象
年
齢
、

一
人
当
た
り
の
手
当
月
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

※
�
月
分
以
降
の
認
定
を
受
け
る

場
合
に
は
、
所
得
制
限
限
度
額
が

導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

行
安

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事

業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
な

ど
）
は
、
生
活
の
質
を
よ
り
良
く

す
る
と
と
も
に
自
立
と
社
会
参
加

を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者　

小
児
慢
性
特
定
疾
患

児
や
在
宅
の
難
病
患
者
な
ど

※
対
象
者
、
所
得
条
件
な
ど
詳
し

く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

横
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

ま
た
は
振
興
局
、 
支
局
市
民
福
祉
課

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
製
造

所
な
ど
の
施
設
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
人
、
危
険
物
の

取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な

っ
た
日
か
ら
�
年
以
内
の
人
、
ま

た
は
平
成　

年
に
保
安
講
習
を
受

��

講
し
た
人
、
お
よ
び
平
成　

年
度

��

に
免
状
の
交
付
を
受
け
た
人
で

す
。
該
当
の
人
は
必
ず
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�

��

時　

分
〜
午
後
�
時

��
■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

※
講
習
願
書
は
消
防
本
部
お
よ
び

各
分
署
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
度
の

��

排
水
設
備
指
定
工
事
店
を
募
集
し

ま
す
。真
庭
市
内
の
公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
・
市
設
置
の
浄
化

槽
に
接
続
す
る
工
事
は
、
市
の
指

定
を
受
け
た
事
業
者
し
か
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
期
間
は

�
年
間
で
す
。
指
定
を
希
望
す
る

場
合
は
受
付
期
間
内
に
下
水
道
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
時

に
手
数
料
�
万
�
�
�
円
が
必
要

で
す
。

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜　

日
�
ま
で

��

■
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課　

黒
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�����������	
�����

�����������������

������������������

������������������

����������	
���������	


法務局では、人権擁護委員に
よる、なやみごと相談所を開
設しています。抱え込まず、
ご相談下さい。

■問い合わせ先
　岡山地方法務局津山支局
　℡����―��―����

児
童
手
当
制
度
に
変
更

手
続
き
は
不
要
で
す

在
宅
難
病
患
者
な
ど
の
支
援
事
業

ご
相
談
く
だ
さ
い

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

危
険
物
を
取
り
扱
っ
て
い
る
人
へ

真
庭
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

募
集
し
て
い
ま
す

国土調査は、正しい測量によって、
新しく地籍図と地籍簿を作り、土地
の正しい位置・形状・地目・面積を
明らかにする大切な調査です。関係
者には事前に連絡させていただきま
すので、ご協力をお願いします。

　　  勝山…江川の一部
　　  落合…上市瀬の一部
　　  湯原…小童谷の一部
　　  美甘…田口の一部
　　  川上…蒜山下徳山の一部
　　  中和…蒜山吉田の一部　

■問い合わせ先
　税務課国土調査室（久世公民館内）
　℡����-��-����　

実
施
地
区

国 土調査
ご協力お願いします

な やみごと相談所
�
月
の
相
談
日
は

右
の
と
お
り
で
す
。

場所日時地区

北房支局�月��日� ��：��～��：��北房

落合公民館
�月��日�　�：��～��：��

落合
�月��日�   �：��～��：��

久世保健福祉会館�月��日�　�：��～��：��久世

勝山保健福祉センター
もくせい

�月�日�　�：��～��：��
勝山

�月��日�   �：��～��：��

中和デイサービスセンター�月��日�   �：��～��：��蒜山



��� Maniwa

　

今
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期

限
は
�
月　

日
で
す
。
市
税
（
市

��

県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健

康
保
険
税
）
は
、
�
月
か
ら
翌
年

�
月
ま
で
の
各
月
末
日
（
土
日
・

祝
日
の
場
合
は
翌
月
最
初
の
平

日
）
で
す
。
た
だ
し　

月
は　

日

��

��

で
す
。
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場

合
、
期
限
後　

日
以
内
に
督
促
状

��

を
送
付
し
ま
す
。
現
金
納
付
の
人

は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
口
座

振
替
の
人
は
納
期
限
ま
で
に
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

徴
税
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
で
は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る

通
常
相
談
を
平
日
に
行
う
ほ
か
、

二
人
体
制
で
の
指
定
相
談
、
地
区

巡
回
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
多

重
債
務
で
お
困
り
の
こ
と
な
ど
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
指
定
相
談
日
】　
　

■
日
時　

�
月
�
日
�

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

（
昼
休
有
）

■
場
所　

本
庁
舎
�
階
相
談
室

■
電
話
相
談　

市
民
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
地
区
巡
回
相
談
日
（
蒜
山
）】

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

蒜
山
振
興
局

■
電
話
相
談　

蒜
山
振
興
局
市
民
福
祉
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

国
土
交
通
省
で
は
、
岡
山
市
中

区
旭
川
河
川
敷
で
旭
川
水
防
演
習

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
行
政
・

防
災
機
関
な
ど
が
連
携
し
旭
川
を

利
用
し
た
水
防
工
法
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
土
の
う
作
り
や

水
防
工
法
な
ど
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�

��

時
〜
午
後
�
時　

分
��

■
場
所　

岡
山
市
中
区
旭
川
河
川

敷
（
新
鶴
見
橋
上
流
東
側
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通

省
岡
山
河
川
事
務
所
防
災
情
報
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
で
は
、 弁
護
士
ま
た
は
司

法
書
士
の
面
談
方
式
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
秘
密
厳
守
と
し
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、
勇

気
を
出
し
て
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

��

��

時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー　

（
岡
山
市
北
区
南
方
�
丁

目　

―

�
）

��
※
予
約
不
要
。
当
日
会
場
で
先
着

順
に
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
県
民
生
活
部
く
ら
し
安
全

安
心
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

感謝の気持ちを込めて、ばら寿司、
すまし汁の無料サービスやさまざま
な特典を用意しています。

■日時  �月��日� ��：��～��：��
■場所  リサイクルプラザまにわ
　　　   （クリーンセンターまにわ内）
■問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡����-��-����

光化学オキシダントは、「日差しが強い」「気温が高い」「風が弱い」などの気象条件のとき発生しやすくなります。

◆注意報や警報が
　発令されたら
屋外での作業や運動を控え、屋内
で活動する。また、窓を閉めるなど
して、外気が入らないようにする。

◆健康への
　影響・症状は
目がチカチカする、のどが痛い、
頭痛や吐き気がするなどの症状が
表れることがあります。

◆症状が出たら
目を洗う、うがいを十分に行うな
どして屋内で休んでください。症
状が改善しない場合は、医師の診
察を受けてください。

光化学オキシダントに ご注意を ！ ■問い合わせ先  環境課  ℡����-��-����

リサ イ ク ルプラザ まにわ

5周年記念フ ェア開催

■参加費　無料
■場所　勝山美しい森
■コース　①野鳥観察②山野草観察
　③星山登山
　※水筒・雨具・タオルなど、ご準備

ください。（小雨決行）
■申し込み・問い合わせ先
　勝山支局総務振興課　結家
　℡����-��-����

山野草観察や野鳥観察など、自然と
のふれあいをお楽しみください。

�
�
�
�
�
�

���
��
����
��
�
�

平
成　

年
度
市
税
の
納
期
限

��

お
忘
れ
な
く

消
費
生
活
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

旭
川
水
防
演
習

備
え
て
安
心

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

��������������



　

家
庭
内
で
の
暴
力
に
悩
ん
で
い

る
、
夫
婦
間
や
親
子
間
が
う
ま
く
い

か
な
い
な
ど
、
家
庭
全
般
の
悩
み

ご
と
や
女
性
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て

い
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
む
こ
と
な
く
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
都
合
に
よ
り

開
催
し
な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
時
間　

午
前
�
時　

分
〜
午
後

��

�
時　

分
��

■
場
所   
久
世
公
民
館
�
階
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

手
話
通
訳
者
を
目
指
す
人
を
対

象
と
し
た
講
座
で
す
。
学
び
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

�
月
�
日
�
〜　

月
�

��

日
�
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
全　
��

回
）
午
後
�
時　

分
〜
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館
大
会
議
室

■
対
象
者　

手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
（
入
門
・
基
礎
）
課
程
を
修
了

ま
た
は
同
等
の
手
話
技
術
を
習
得

し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
で
き

る
手
話
通
訳
者
を
目
指
す
人

■
定
員　
　

名
��

■
受
講
料　

�
千
�
�
�
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
副
読
本
代
）
※
初
回

時
に
集
金

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�　

��

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
代
理
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

※
�
月
か
ら
変
更
し
て
い
ま
す
。

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
嶋
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　
　

��

　
　

　

日
本
国
憲
法
第　

条
に
お
い
て
、

��

す
べ
て
の
国
民
は
身
分
や
家
柄
な

ど
で
差
別
さ
れ
な
い
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
法
に
よ
っ
て
平
等
で
あ

る
こ
と
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
が
身
近
な
こ
と
か
ら
「
人

権
」に
つ
い
て
考
え
、さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
主
体

的
に
取
り
組
み
、
す
べ
て
の
人
々

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き
ま
し

ょ
う
。 

①
人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る
「
身
元

調
査
」な
ど
は
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

②
「
え
せ
同
和
行
為
」
を
排
除
し

ま
し
ょ
う
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書

き
込
み
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

南　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

防
衛
省
で
は
、
防
衛
大
学
校
学

生
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
、
航

空
学
生
、
看
護
学
生
、
一
般
曹
候

補
生
、
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に

伴
う
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�

��

時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�������

�日
�金田病院・落合
　����-��-����
�遠藤クリニック（外）・川上
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�牧原医院（外）・北房
　����-��-����
�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�片岡医院（内）・湯原
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�河本病院（内）・落合
　����-��-����
��日
�中山病院・久世
　����-��-����
�宮島医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�吉弘クリニック（内）・北房
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
　

�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�廣惠医院・北房
　����-��-����

����

※
受
講
に
際
し
、
選
考
試
験
が
あ

り
ま
す
。

【
選
考
試
験
】

平
成　

年
�
月　

日
�　

午
後
�

��

��

時　

分
〜　

※
時
間
厳
守

��
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

中
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

女
性
相
談
・
家
庭
相
談

毎
週
火
・
木
曜
日
が
相
談
日

年
金
相
談（
要
予
約
）

毎
月
第
�
�
�
木
曜
日
に
開
催

大切な い のち を 守 り ま す

振り向いて 後部座席も ベルトよし

　シートベルト・チャイルドシー
ト着用推進県民運動が、�月��日
�まで実施されます。
　車に乗ったら、運転席・助手席
は当然のこと、後部座席の人もシ
ートベルトを着用しましょう。ま
た、�歳未満の子どもを車に乗せ
るときは、チャイルドシートを必
ず使用しましょう。

真庭市交通安全対策協議会

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
基
本
課
程

開
催
の
お
知
ら
せ

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
向
け
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

募
集
説
明
会
を
開
催

M ani w a ��
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精
神
疾
患
の
治
療
の
た
め
に
指

定
医
療
機
関
に
通
院
す
る
場
合

に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
軽

減
し
ま
す
。

■
対
象
者　

統
合
失
調
症
、
精
神

作
用
物
質
に
よ
る
急
性
中
毒
ま
た

は
そ
の
依
存
症
、
知
的
障
が
い
、

精
神
病
質
そ
の
他
の
精
神
疾
患
の

た
め
、
継
続
し
て
通
院
治
療
を
受

け
て
い
る
人

※
入
院
し
て
行
わ
れ
る
医
療
や
精

神
疾
患
と
関
係
の
な
い
医
療
は
対

象
外
に
な
り
ま
す
。

■
費
用
負
担　

医
療
費
の
原
則
�

割
が
本
人
負
担
。
た
だ
し
、
負
担

が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
所
得
に

応
じ
、
ひ
と
月
の
自
己
負
担
上
限

額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類　

申
請
書
、

所
定
の
診
断
書
、
健
康
保
険
証
の

写
し
、年
金
額
の
分
か
る
書
類（
年

金
受
給
者
）
な
ど

■
有
効
期
間
と
更
新
手
続
き

　

受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
原
則

�
年
で
す
。
有
効
期
間
の
終
了
す

る
�
カ
月
前
か
ら
更
新
の
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課  
藤
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

法
務
局
で
は
、
司
法
書
士
に
よ

る
土
地
、
建
物
の
登
記
お
よ
び
会

社
、
法
人
の
登
記
に
関
す
る
登
記

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�
、　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時（
昼
休
有
）

��

■
場
所　

本
庁
舎
�
階
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

◇
平
成　

年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

��

　

「
ニ
コ
ニ
コ
は
な
か
よ
く
し
よ

う
の
あ
い
ず
だ
よ
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
子
ど
も
や

家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
�
月
�
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
�
週
間
を
「
児

童
福
祉
週
間
」に
定
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課

　

ロ
マ
ネ
ス
ク
遷
喬
の
会
で
は
、

桂
南
光
ほ
か
落
語
家
を
招
い
て
朝

日
上
方
落
語
・
第　

回
久
世
南
光

��

亭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時  
�
月　

日
� 
午
後
�
時
〜

��

■
場
所　

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校

■
入
場
料　

�
千
�
�
�
円
（
全

席
自
由
席
）

※
座
布
団
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
未
就
学
児
の
入
場
は
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

松
坂
内
科

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
度
水
力
発
電
施
設
周

��

辺
地
域
交
付
金
に
よ
り
実
施
し
た

事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
道
中
山
線
舗
装
修
繕
工
事

　

（
湯
原
・
粟
谷
地
内
）

市
道
尾
平
線
路
肩
修
繕
工
事

　

（
落
合
・
吉
地
内
）

市
道
下
見
大
成
線
舗
装
修
繕
工
事

　

（
落
合
・
下
見
地
内
）

市
道
新
村
線
舗
装
修
繕
工
事

　

（
勝
山
・
横
部
地
内
）

六
ヶ
地
区
水
路
改
修
工
事

　

（
久
世
・
惣
地
内
）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課　

八
木

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

今
年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
河
川
や
そ
の
周
辺
で
の

作
業
・
釣
り
・
子
ど
も
の
水
遊
び

な
ど
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
警
告
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

っ
た
と
き
に
は
、
川
の
水
が
増
え

る
の
で
、
す
ぐ
に
川
か
ら
上
が
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
国
電
力
株
式
会
社
津
山
電
力
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

「
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
好
い
と
ん

会
」
よ
り
、
同
会
公
認
商
品
の
売

り
上
げ
の
一
部
な
ど　

万
円
を
寄

��

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
銀
行
よ
り
、
横
断
幕
お

よ
び
夜
光
タ
ス
キ
一
式
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

登
記
相
談
所（
無
料
）

開
設
し
て
い
ま
す

水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
事
業

市
道
や
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

河
川
の
増
水

ご
注
意
く
だ
さ
い

児
童
福
祉
週
間

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う

自
立
支
援
医
療
制
度（
精
神
通
院
）

自
己
負
担
を
軽
減
し
ま
す

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

久
世
南
光
亭

落
語
が
や
っ
て
く
る

ポンテ・ファミリーコンサート

■会場　勝山文化センター
■入場料　大人１,０００円
※高校生以下は無料ですが、
事前に整理券お求めください。
■対象者　４歳児以上
※無料託児サービスあり（要予約）
■チケット販売場所
　　勝山文化センターほか
　　各プレイガイド
■問い合わせ先
　勝山文化センター ℡０８６７-４４-２０１１

「ピタゴラスイ「ピタゴラスイッッチ」チ」でおなじみ！！
【出演者】栗コーダーカルテ ッ ト

全席
自由

� / ��
��：��開場  ��：�� 開演
� / ��
��：��開場  ��：�� 開演
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こ
の
冬
の
あ
る
日
、
子
ど
も 

を
ス
キ
ー
場
デ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
よ

う
と
、
朝
か
ら
家
族
で
蒜
山
に
出

か
け
ま
し
た
。
ス
キ
ー
と
い
っ
て

も
子
ど
も
と
一
緒
に
ソ
リ
で
滑
る

だ
け
で
し
た
が
、
何
往
復
も
さ
せ

ら
れ
て
へ
と
へ
と
に
。
疲
れ
た
け

ど
子
ど
も
も
楽
し
ん
で
く
れ
て
良

か
っ
た
な
ー
と
満
足
し
て
夕
方
に

家
に
帰
る
と
、
な
ん
と
台
所
の
エ

ア
コ
ン
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
に
！
電

気
代
が
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
と

同
時
に
、
こ
れ
が
ス
ト
ー
ブ
や
コ

タ
ツ
だ
っ
た
ら
火
災
に
つ
な
が
っ

て
い
た
か
も
…
と
冷
や
汗
が
出
ま

し
た
。
日
頃
か
ら
十
分
に
気
を
付

け
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
う

っ
か
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
電

気
や
水
道
な
ど
を
使
う
と
き
に
、

家
計
や
環
境
の
た
め
に
と
節
約
を

心
が
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

切
。
で
も
、
こ
の
意
識
は
防
災
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
か
ら
は
家
計
と

環
境
、
防
災
の
一
石
三
鳥
だ
と
思

っ
て
、
し
っ
か
り
節
約
し
て
い
き

ま
す
。

　

幼
い
頃
に
節
約
の
こ
と
を
両
親

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
節
約
倹

約
を
頭
に
き
ざ
み
込
み
な
が
ら
成

長
し
て
今
が
あ
る
と
両
親
に
感
謝

を
し
て
い
ま
す
。
昔
の
時
代
を
し

の
び
、
節
約
は
ま
ず
食
べ
る
事
か

ら
と
考
え
、
四
季
折
々
の
野
菜
が

食
卓
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
高
タ
ン

パ
ク
と
高
カ
ロ
リ
ー
に
注
意
し
な

が
ら
肥
満
の
防
止
に
努
め
、
肉
と

魚
を
交
互
に
使
い
、
野
菜
を
常
に

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
野
菜
も
感
謝

し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

食
卓
に
並
ん
だ
野
菜
に
今
日
も
あ

り
が
と
う
と
感
謝
を
し
、
こ
れ
か

ら
も
で
き
る
こ
と
か
ら
と
節
約
に

取
り
組
ん
で
、
日
々
の
努
力
が
実

を
結
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

��
節
約
も
防
災
も
大
切
�

　
 
安
全
第
一
さ
ん（
栗
原
）

PN

��
節 
約
（
せ
つ
や
く
） 

�

 桑  原  琉 鳳     くん
くわ ばら る ほう

Ｈ������ 生まれ（蒜山別所）
◯応  智子さん（母）

 池  田  凪 沙     ちゃん
いけ だ なぎ さ

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  勝彦さん（父）

今
月
の
テ
ー
マ

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

今 月は
寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

　

�
月　

日
、
湯
原
温
泉
で
お 

��

ひ
な
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い

る
と
聞
き
、
家
族
そ
ろ
っ
て
出
か

け
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
温
泉
に

入
っ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
よ
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

歩
い
て
い
る
と
、
何
だ
か
楽
し
そ

う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

な
ん
だ
ろ
う
と
様
子
を
見
に
行
っ

て
み
る
と
「
リ
ア
ル
ひ
な
壇
」
と

い
う
こ
と
で
、
地
元
の
小
学
生
た

ち
が
ひ
な
の
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、ひ
な
壇
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。

雨
が
降
っ
て
と
て
も
寒
い
日
で
し

た
が
、
自
ら
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
地
元
の
子
供

た
ち
の
頑
張
り
は
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
に
は
、
湯

原
温
泉
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
ほ

っ
と
ら
ぶ
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で
見

て
、と
て
も
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
感
動
し
ま

し
た
。

コンセントも小まめに抜き差しを

��
節
約
�

稲
岡
稚
子
さ
ん（
上
）

��
リ
ア
ル
な
活
動
に
感
動
�

　
 
さ
く
ら
さ
ん（
蒜
山
上
長
田
）

PN



お便り
お待 ちし ています !

テーマは
��初めて�です 。
一人旅や自転車に乗れた
日など初めて○○して楽
しかった思い出や体験な
どを���字程度でお寄せ
ください。

川柳の兼題は
�休む�です。
お便りは、同封したはが
きをご利用ください。川
柳の締め切りは�月��日
�です。

�月号では、

�手紙��
についてお便りを募
集しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

��� Maniwa

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりがな）�生
年月日�住所�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
※◯応 ＝応募者�歳のお祝いに

写真を掲載しませんか？

 梶  岡  天 音     ちゃん

かじ おか あま ね

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  真吾さん（父）

 福  島  明  花 音     ちゃん

ふく しま あ か ね

Ｈ������� 生まれ（五反）
◯応  弘之さん（父）

　

市
役
所
に
用
事
が
あ
っ
て
駐
車

場
に
車
を
止
め
た
と
き
の
こ
と
。

車
か
ら
降
り
て
ふ
と
植
え
込
み
に

目
を
や
る
と
、
そ
こ
に
は
怪
し
げ

な
茶
色
い
物
体
が
。
植
え
込
み
の

茂
み
の
中
に
身
を
ひ
そ
め
る
よ
う

に
隠
れ
て
い
た
の
は
キ
ノ
コ
？
食

べ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
は
見
た
目

で
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
物
体
は
、
シ
イ
タ
ケ
な
の
か
毒

キ
ノ
コ
な
の
か
…
。
そ
れ
に
し
て

も
、
よ
く
こ
ん
な
場
所
で
育
っ
た

も
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
厳
し

い
環
境
の
中
で
も
身
を
寄
せ
合
っ

て
成
長
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

私
た
ち
人
間
も
も
っ
と
頑
張
ら
な

い
と
い
け
な
い
、
と
元
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
の
職
場
に
行
く
よ
う
に
な
っ

て
、
何
と
か
�
年
目
の
春
を
迎
え

ま
し
た
。
転
職
で
な
か
な
か
仕
事

が
覚
え
ら
れ
ず
、
し
ん
ど
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
毎

日
の
中
で
、
少
し
だ
け
心
が
温
ま

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
通
勤
途
中

や
用
事
が
あ
っ
て
外
出
す
る
時
、

い
つ
も
で
は
な
い
け
ど
、
見
か
け

る
ご
夫
婦
が
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
足
が
不
自
由
な
様
子
。

い
つ
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
優
し

く
手
を
引
い
て
、
お
散
歩
し
て
い

ま
す
。
�
月
に
な
っ
た
け
ど
今
年

の
桜
は
遅
い
み
た
い
で
す
ね
。
ご

夫
婦
が
散
歩
す
る
コ
ー
ス
沿
い
に

も
桜
の
木
が
あ
り
ま
す
。
桜
が
咲

い
た
ら
散
歩
の
途
中
、
二
人
で
見

上
げ
な
が
ら
何
を
話
す
ん
だ
ろ
う

な
、
と
か
勝
手
に
想
像
し
て
、
一

人
心
が
温
か
く
な
っ
て
、
一
瞬
日

頃
の
疲
れ
も
忘
れ
ま
す
。

見上げる桜はこんな感じかなあ

ひょっこり顔を出すキノコ

▼

PN 夏帆

▼

PN たいじ

▼

PN ニャーちゃん

�月生まれ募集中
��
身
を
寄
せ
合 
っ 
て
�

　
 
ぴ
ー
ひ
ょ
ろ
さ
ん（
栗
原
）

PN

��
将
来
あ
あ
な
り
た
い
�

　
 
春
よ
来
い
さ
ん（
勝
山
）

PN



Maniwa ��
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��

　 〒���-����　真庭市美甘����
　 ＴＥＬ ����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����
　 開館時間　�：��～��：��　
　 休館日　年末年始

今月のおすすめの本
全
国
大
会
出
場
が
目
標

竹
林
朝
美
さ
ん（
古
見
）

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
は
�
回
目
の
参
加
で
す
。
自

分
た
ち
が
練
習
し
て
き
た
攻
め
の

形
な
ど
が
、
試
合
で
使
え
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
年
、
私

は
落
中
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
副
キ

ャ
プ
テ
ン
を
務
め
ま
す
。
�
年
生

�
人
、
�
年
生
�
人
プ
ラ
ス
新
入

生
の
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

中
学
生
活
最
終
年
の
今
年
の
目
標

は
、
全
国
中
学
校
体
育
大
会
の
出

場
で
す
。
頑
張
る
ぞ
！

れ
て
川
柳
会
に
入
会
し
、
今
は
会

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

川
柳
の
魅
力
は
、
自
分
の
思
い
や

伝
え
た
い
こ
と
を
「
五
・
七
・
五
」

の　

音
で
表
現
出
来
る
こ
と
で

��
す
。
読
み
手
に
過
不
足
無
く
、　

��

音
ピ
ッ
タ
リ
で
伝
え
ら
れ
た
時

は
、と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
川

柳
を
楽
し
み
な
が
ら
作
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
も
仲
間
と
月
�
回

集
ま
っ
て
、
お
互
い
に
句
を
詠
ん

で
い
ま
す
。
是
非
、
興
味
の
あ
る

人
は
楽
し
み
な
が
ら
川
柳
を
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う

原　

裕
子
さ
ん（
勝
山
）

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
交
通
安
全
母
の
会

の
一
員
と
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
レ
ー
ド
の
出
発
式
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
通
安
全

運
動
に
係
わ
っ
て
い
て
思
い
ま
す

が
、交
通
事
故
は
急
い
で
い
た
り
、

慌
て
て
い
た
り
と
心
に
ゆ
と
り
が

な
い
と
き
に
起
こ
り
が
ち
で
す
。

一
人
一
人
が
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
。
通
勤

で
も
通
学
で
も
、
み
ん
な
が
ゆ
っ

く
り
・
安
全
を
心
が
け
、
事
故
の

無
い
真
庭
市
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

▼

PN 忍者

▼

くしまあおい

�

音
で
伝
え
る
楽
し
さ

��

石
原
美
光
さ
ん（
日
名
）

　

真
庭
川
柳
大
会
も　

回
目
を
迎

��

え
ま
し
た
。
川
柳
の
魅
力
に
引
か

「文明の子」
太田光／著　ダイヤモンド社

地球、そして地球とは別の進
化を成し遂げた星の過去と未
来に秘められた謎。新たな文
明へと踏み出すために動き始
めた子供たち。果たして人類
の行く末は生か死か？絡み合
うパラレルワールドが紡ぎ出
す壮大な物語です。

「舟を編む」
三浦しをん／著　光文社

����年本屋大賞受賞。玄武書
房営業部に勤める馬締光也は
変人として持て余されていた
が、新しい辞書「大渡海」編
さんメンバーとして辞書編集
部に迎えられる。個性的な
面々の中で辞書の世界に没頭
するが問題山積みの辞書編集
部。果たして「大渡海」は完
成するのか？

「くらげの旅館」
やぎたみこ／著　教育画劇

きのこ山で道に迷った、たけ
ちゃんとおじいちゃん。山の
中の旅館に泊まることにした
のですが…なんだか奇妙なそ
の旅館。実は宇宙くらげが経
営する宇宙船旅館だったので
す。さて、どんな旅館なので
しょう？ユーモアたっぷりの
ファンタジー絵本です。

「カエル」
マーク・Ｗ・モフェット／著　ほるぷ出版

長年世界中で自然・地理の調
査を続けてきたナショナルジ
オグラフィック協会の研究
者・カメラマンが実際の観察
の様子を交え、魅力あふれる
カエルのありのままの姿を迫
力のある写真で伝える、子供
向けの新しい動物シリーズで
す。

▼

PN 真景
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川 柳   「 言葉」
気
を
つ
け
て
や
さ
し
い
言
葉
に
頑
張
れ
る 

阿
口 

河
�
政
恵

そ
の
言
葉
だ
い
て
行
き
た
い
あ
の
世
ま
で 

種 

本
森
定
江

嫁
姑
当
り
障
り
の
な
い
言
葉 

久
世 

庄
司
美
佐
恵

ほ
め
言
葉
い
く
つ
に
な
っ
て
も
力
湧
く 

久
世 

神
谷
水
せ
ん

寡
黙
で
も
笑
顔
が
語
る
あ
た
た
か
さ 

岩
井
谷 

西
本
艶
子

ぞ
ん
ざ
い
な
言
葉
も
ぬ
く
い
過
疎
の
村 

上
市
瀬 

楢
本
公
枝

眼
差
し
が
言
葉
な
く
て
も
温
い 

本
郷 

菊
池
俊
男

共
白
髪
言
葉
は
い
ら
ぬ
ツ
ー
と
カ
ー 

社 

樋
口
操

言
葉
に
は
喜
怒
哀
楽
が
て
ん
こ
盛
り 

上 

稲
岡
稚
子

寒
い
ね
と
か
け
る
言
葉
が
暖
い 

蒜
山
下
福
田 

小
椋　

都

ほ
め
言
葉
子
育
て
上
手
な
マ
マ
の
知
恵 

蒜
山
下
和 

西
山
と
く
江

ナ
ー
ス
何
時
も
癒
し
の
言
葉
ポ
ケ
ッ
ト
に 

久
世 

田
中
久
栄

御
祝
辞
が
長
く
て
鯛
が
欠
伸
す
る 

落
合
垂
水 

若
田
万
寿
子

病
む
老
母
に
温
い
言
葉
と
春
の
花 

上
市
瀬 

曽
利
幸
子

感
動
の
対
面
言
葉
な
ど
要
ら
ぬ 

蒜
山
上
長
田 

上
島
敬
一

あ
り
が
と
う
嫁
と
姑
の
合
言
葉 

西
原 

大
森
喜
久
恵

有
難
当
う
一
番
好
き
な
こ
の
言
葉 

落
合
垂
水 

瀧
上
秀
子

選：落合川柳会　奥山邦江さん
��������	
�

▼

森本歩佳

せ
せ
ら
ぎ
と
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
（
�
��

�
）

��

　

市
役
所
落
合
庁
舎
前
の
旭
川
の
中
州
が
一
面
黄
色
く
色
づ
い
て
い
ま
し

た
。一
見
す
る
と
、菜
の
花
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、か
ら
し
菜
で
は
な
い
か

と
い
う
声
も
。い
ず
れ
に
し
て
も
、空
、花
、川
が
と
て
も
き
れ
い
な
日
で
し
た
。

今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

玉子丼

新生活をスタートしたばかりの方におす
すめ！！超かんたんメニューです。

今月のレシピ
提供は

岡�秀子 さん
（北房支部）

 材料 （２人分）

・ご飯　���ｇ
・卵　�個
・タマネギ小　�/�個
・麺つゆ（�倍希釈）　大さじ�
・水　大さじ�
・ミツバ　�本

①卵をボウルに割りほぐす。
②タマネギは薄切り。ミツバは�㎝に切
る。
③小さいフライパンに、麺つゆ、水、タ
マネギを入れて火にかけ、沸騰したら、
卵を円を描くように流し入れる。
④卵が半分固まってきたらふたをし、火
を止めて��秒蒸らす。
⑤丼に盛った温かいご飯の上に④をのせ、
ミツバを散らす。

 作り方

▼

亀山 洸

��������
　エネルギー���ｋｃａｌ    たんぱく質 ��.�ｇ  
　脂質 �. �ｇ　カルシウム ���　
　食塩  � . �ｇ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
��
�

�
�
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健康のススメ�

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目
し
た

健
診
で
、
内
臓
脂
肪
が
た
ま
っ
て

い
る
か
ど
う
か
、
高
血
圧
・
高
血

糖
・
脂
質
異
常
が
重
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
特
定
保
健

指
導
の
対
象
者
を
選
定
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。　

〜　

歳
の
真
庭

��

��

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
対
象
で
、
対
象
者
に
は
市

か
ら
受
診
券
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

健
康
状
態
は
自
分
の
思
い
と
は

関
係
な
く
常
に
変
化
し
ま
す
。
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め

に
ぜ
ひ
毎
年
受
け
て
く
だ
さ
い
。

も
し
そ
の
年
の
健
診
で
異
常
が
な

け
れ
ば
安
心
し
て
日
々
が
過
ご
せ

ま
す
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
健

康
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
る
は
ず

で
す
。
逆
に
、
何
ら
か
の
異
常
が

見
つ
か
れ
ば
、
適
切
な
健
康
指
導

お話：前原医院 院長　前原　進さん � �����������	�
	��

を
受
け
、
日
常
生
活
の
中
で
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
前
に
自

分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。
チ
ェ
ッ
ク
と
い
っ
て

も
、
受
診
券
と
一
緒
に
送
ら
れ
て

く
る
質
問
票
の
問
い
に
答
え
る
だ

け
な
の
で
と
て
も
簡
単
で
す
。
受

診
券
と
質
問
票
を
持
っ
て
医
療
機

関
に
行
き
、
健
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
医
療
機
関
で
は
、
医
師
が

質
問
票
を
参
考
に
診
察
し
、
身
体

計
測
、血
圧
測
定
、尿
・
血
液
検
査
、

貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
を
行
い

ま
す
。
身
長
と
体
重
か
ら
肥
満
度

が
計
算
さ
れ
、
医
師
の
診
察
に
よ

る
多
く
の
所
見
に
加
え
て
、
高
血

圧
、血
中
脂
質（
中
性
脂
肪
、善
玉
・

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
異
常
、

肝
機
能
異
常
、糖
尿
病
関
連
異
常
、

蛋
白
尿
の
有
無
、貧
血
関
連
異
常
、

心
電
図
異
常
な
ど
多
方
面
に
わ
た

る
所
見
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

健
診
が
終
わ
る
と
結
果
に
つ
い

て
一
つ
一
つ
説
明
を
受
け
、
異
常

が
見
つ
か
れ
ば
そ
の
場
で
情
報
提

供
と
指
導
が
な
さ
れ
ま
す
。
必
要

で
あ
れ
ば
定
期
的
な
検
査
や
治
療

を
受
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
す
ぐ
に
治

療
の
必
要
は
な
い
が
近
い
う
ち
に

必
要
と
な
り
そ
う
な
、
あ
る
い
は

将
来
に
何
ら
か
の
病
気
を
発
症
し

や
す
く
注
意
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
人
（
内
臓
脂
肪
肥
満
が
あ
り
生

活
習
慣
病
を
発
症
し
や
す
い
人
）

に
は
、
特
定
保
健
指
導
の
利
用
券

が
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
は
、
生
活
習
慣
の

改
善
に
よ
り
個
別
の
目
標
を
達
成

�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
��
��
��
��
�
	�

�
��
�

特定健康診査のポイント理解

す
る
た
め
の
「
動
機
付
け
支
援
」

と
、
よ
り
重
点
的
に
個
別
の
目
標

を
設
定
し
、
具
体
的
で
実
現
可
能

な
行
動
の
継
続
を
支
援
す
る
「
積

極
的
支
援
」
の
�
つ
に
分
け
ら
れ

て
お
り
、
結
果
に
応
じ
た
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康

な
人
生
を
送
る
た
め
に
特
定
保
健

指
導
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
検
診
は
が
ん
検
診
と
同
時

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
が

ん
検
診
の
項
目
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
の
で
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
保
健
だ
よ
り
）を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い
事
が
あ
れ

ば
、
遠
慮
な
く
医
療
機
関
や
市
の

担
当
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
と
は
？

毎
年
受
け
る
も
の
な
の
？

ど
ん
な
健
診
な
の
？

が
ん
検
診
と
同
時
受
診
も

平成２４年度
特定健康診査
■実施期間
　平成２４年５月１日～１０月３１日
■対象者
　４０～７４歳で真庭市国民健康保険に加
入している人
■料金
　２，４００円
■内容
　問診、身体計測（身長、 体重、 ＢＭ Ｉ、
腹囲測定）、血圧測定、診察、尿検
査、血液検査、心電図
■持参品
　①受診券・質問票
　②国民健康保険被保険者証
■受診方法
　実施医療機関（保健だより３３ページ
参照）に予約

特
定
保
健
指
導
を

必ず
受診
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目
で
春
を
楽
し
む
桜
の
季
節
が
終
わ
り
、
お
な
か
で

春
を
楽
し
む
良
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

春
の
到
来
が
遅
れ
て
、
山
菜
が
直
売
所
に
出
荷
さ
れ
る

の
が
例
年
に
比
べ
遅
く
な
り
ま
し
た
。
�
月
中
旬
が
過

ぎ
て
か
ら
、
や
っ
と
ワ
ラ
ビ
や
葉
わ
さ
び
、
ウ
ド
な
ど

が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
�
月
か
ら
は
、
自

生
の
た
ら
の
芽
や
た
け
の
こ
も
出
荷
さ
れ
、
本
格
的
に

山
菜
を
楽
し
め
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
に
は
、
き

ら
め
き
の
里
を
含
む
、
�
つ
の
直
売
所
が
加
盟
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
直
売
所
で
は
、
会
員
ら
が
旬
の
野

菜
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
直
売
所
の

特
徴
は
、
▼
朝
採
り
で
新
鮮
▼
流
通
に
乗
ら
な
い
、
少

量
の
も
の
も
出
荷
で
き
る
▼
形
や
味
、
品
種
な
ど
が
珍

し
い
、
個
性
的
な
も
の
が
出
荷
さ
れ
る
▼
生
産
者
、
消

費
者
、店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
距
離
が
近
い
こ
と
な
ど
で
す
。

　

「
直
売
所
で
は
、自
分
の
名
前
を
表
示
し
た
商
品
を
売

る
か
ら
、
実
際
に
食
べ
て
お
い
し
い
も
の
を
、
自
信
を

持
っ
て
出
荷
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
売
れ
た
か
ど

う
か
も
気
に
な
る
し
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
毎
日
で

す
。」
と
直
売
所
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
た
大
塚
さ
ん
。

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
新
鮮
な
地
元
産
の
山
菜
が
並

ぶ
直
売
所
巡
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

������
������

田原山上にある畑でサトウブキを収
穫する石原美千子さん。早生種で、
例年醍醐桜の開花時期と同時期に出
荷できる品種とのこと。今年は�月
下旬から約�カ月間、道の駅醍醐の
里に出荷されます。えぐみが少なく、
煮て砂糖をまぶしておやつのように
食べることもできるそうです。



　

中
津
井
雛
の
文
化
ま
つ
り
（
中
津
井
や
ま
び
こ
会

主
催
）
が
�
月　

〜　

日
の
�
日
間
、
な
か
つ
い
陣

��

��

屋
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
現

代
ま
で
の
ひ
な
人
形
が
町
並
み
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
で

今
回
が　

回
目
。
民
家
や
寺
な
ど
に
は
大
小
さ
ま
ざ

��

ま
な
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時

代
末
期
の
嫁
入
り
を
再
現
し
た
「
輿
入
れ
道
中
」
で

は
、
行
列
が
ゆ
っ
く
り
と
町
並
み
を
往
復
。
華
や
か

な
嫁
入
り
の
様
子
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、
市
内
外
か

ら
大
勢
の
観
光
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

町並みに江戸の時代を再現町並みに江戸の時代を再現
　　　　　　　　　　　　　 中津井雛の文化まつり中津井雛の文化まつり

Maniwa ��

　

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
演
奏
が
�
月
�
日
、
醍

醐
桜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
久
保
陽
子
さ
ん
が
、
バ
ッ
ハ
や
パ
ガ
ニ

ー
ニ
の
名
曲
を
演
奏
し
被
災
地
の
復
興
を
祈
願
。
ま

た
、
�
月　

日
に
は
、
醍
醐
桜
讃
歌
の
Ｃ
Ｄ
化
を
記

��

念
し
た
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
讃
歌
は
、

　

年
前
に
地
元
住
民
が
醍
醐
桜
の
素
晴
ら
し
さ
を
た

��た
え
て
書
い
た
も
の
で
、
関
西
の
女
性
音
楽
グ
ル
ー

プ
が
曲
を
仕
上
げ
て
演
奏
。
千
年
の
大
樹
の
下
で
、

の
び
や
か
な
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

写真右：二胡、尺八、ピアノを使って讃歌を演奏する女性音楽グループ『 ｉ ｒｏｈａ 』
写真左：復興への祈りを込め感情豊かに演奏する久保陽子さん

馬に乗った花嫁役を写真に収めようと待ち構える観光客

大樹から届ける祈りと思い
　　醍醐桜の下で演奏会醍醐桜の下で演奏会
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

�
月　

日
〜
�
月
�
日
、
白
梅
総
合
体

��

育
館
で
第　

回
し
ら
う
め
中
学
生
ハ
ン
ド

��

ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か

ら　

チ
ー
ム
が
参
加
。
�
つ
の
コ
ー
ト
に

��
分
か
れ
、　

分
間
の
交
流
戦
を
行
い
ま
し

��

た
。
こ
れ
か
ら
各
県
、
各
地
域
で
行
わ
れ

る
大
会
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム

が
戦
術
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
対
戦
。
監

督
、
コ
ー
チ
か
ら
厳
し
い
指
示
も
飛
び
交

う
中
、
選
手
は
軽
や
か
な
動
き
で
パ
ス
を

ま
わ
し
ゴ
ー
ル
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。

キーパーの隙をついてシュートを放つ中学生

宙
を
跳
び
豪
快
に
シ
ュ
ー
ト

し
ら
う
め
中
学
生
ハ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

牛を�頭�頭丁寧に見るジャッジマン（右）

　

お
か
ら
く
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
�
月

　

日
、
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜
市
場

��で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の

成
育
具
合
を
競
う
も
の
で
、
経
産
・
未
経

産
、
年
齢
な
ど
で
部
門
ご
と
に
分
け
て
審

査
。
ジ
ャ
ッ
ジ
マ
ン
（
審
査
員
）
が
牛
の

体
形
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
な
ど
を
厳
正
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
も
同

時
に
開
催
さ
れ
、
次
代
の
酪
農
を
担
う
若

者
や
子
ど
も
た
ち
が
、
牛
の
リ
ー
ド
の
仕

方
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

乳
牛
の
成
育
を
厳
正
審
査

お
か
ら
く
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ

　　楽しく、そして真剣に健脚を競う

白梅駅伝＆らくらくウォー

キングが、落合総合公園で

行われました。駅伝、マラ

ソン、ウォーキングの�部

門に市内外から�～��歳ま

での約���人が参加。梅が咲

き始めたコースでさわやか

な汗を流しました。

����

　　お餅もペロ リ 食 べる こと が長寿の秘訣

池田愛子さん（久世）が、

百歳を迎えられ、自宅で家

族らとお祝いをしました。

若い頃はよく働き、趣味で

編み物なども楽しんでいた

そうです。食欲旺盛で好き

嫌いなく何でも食べて、元

気に過ごされています。

����

　　親睦を深めながら腕を競い合う

真庭市ゲートボール協会主

催の、第�回真庭市長杯親

睦交流ゲートボール大会が

勝山運動公園で開催されま

した。市内、新庄村から参

加した��チーム、約���人が

�コートに分かれて熱戦を

繰り広げました。

���

　　より目標近くを狙って

��������	
��

��������	
��

��������	
��

��������	
��


���������	
�

��������	
��


��������	�


��������	
���

����

　　川柳に心躍らせ筆踊る

久世公民館で第��回真庭川

柳大会（真庭川柳協会主催）

が開催されました。当日は

市内外から���人が参加。 

選者が事前に選んだ「音」、

「期待」など�題に対して句

を作り出来栄えを競いあい

ました。

����
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

�
月
か
ら
新
し
く
広
報
ス
タ
ッ
フ
と

な
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
本
格
的
に
使

っ
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
く
、
撮
影
で

は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
撮
影
し
た

画
像
は
す
ぐ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
の
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
作
業
を
繰
り
返
し

て
ば
か
り
で
、
画
像
の
数
だ
け
は
ス
タ

ッ
フ
で
最
多
と
思
っ
て
い
ま
す
。
取
材

な
ど
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

小
山

　

長
く
寒
か
っ
た
冬
が
よ
う
や
く
終
わ

り
、
動
物
や
植
物
た
ち
が
だ
ん
だ
ん
と

動
き
出
す
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
新
年

度
に
な
っ
て
人
の
動
き
も
あ
り
、
広
報

真
庭
の
編
集
グ
ル
ー
プ
も
新
体
制
に
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
追
い

か
け
る
こ
の
�
年
は
い
っ
た
い
ど
ん
な

年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら

私
た
ち
を
待
っ
て
い
る
の
は
…
、
各
地

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、
人
と
の
出
会

い
、
そ
し
て
締
め
切
り
。 

江
崎

　

役
場
に
就
職
以
来
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
入

団
式
が
あ
り
、　

人
の
団
員
と
一
年
間

��

頑
張
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
い
時
期
に
は
百
人
以
上
の
団
員
が
い

て
、
指
導
者
の
手
が
回
ら
な
い
状
況
だ

っ
た
の
が
数
年
前
。
今
年
は
�
年
生
の

受
け
入
れ
を
復
活
さ
せ
て
も
こ
の
人

数
。
子
ど
も
た
ち
の
運
動
離
れ
か
。
運

動
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
け
が
を
し
な
い

体
づ
く
り
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。 

福
島
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新緑の色増す � 月、真庭は新茶の香りに包まれます。

今月は、お茶を楽しむことのできる催しを紹介します。
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